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22 研修医によるSⅥ丁()T分析からみた新潟市民病

院消化器内科の課題抽出

Il川l浩 ･

新潟市民病院消化器内科

研修医自らが当院の消化器内科を分析し,そこ

から浮かび上がる希望や課題を抽出し, ｢何を学

び,何を伝えるか｣という観点から,彼らが求め,
我々が彼らに提示すべきメッセ-ジを考察する.

戦略分析の結果を尊重した,研修医が理解しやす

い医師像の提供が必要でありチ研修医は消化器科

に興味がないわけではなく,指導体制によらず,

業務の多さはむしろ魅力的な研修につながる可

能性が示された.しかし,疲弊した医師像は避け

るべき課題と考えられ 新潟県の消化器内科研修

には,現役の消化器科医の保護からはじまる,医

療資質のバ ランスを考え,政策誘導と呼応した戦

略が必要といえる.

23 消化器病診療の研修と教育

一放射線診断科の立場から-

加柑 毅

信楽閲病院放射線診断料

県内基幹病院の放射線診断料 (当科)医師に
アンケ-卜調査 を行い37名 (うち診断経験 10
年未満 (若手)旦3名)から回答をえた,興味あ

る臓器は肝胆輝が多かったが若手では消化管と

差はなかった.興味ある橘像法はCT,MRIが大

半で,今後有望な領域は仮想内視鏡が多く,消化

管の CT,MRIが関心事と思われた.消化器内

科 ･外科研修医への当科の貢献は各研修医の画

像に関する質問への回答が主のようであり,診断

依醸時に提供 してほしい情報は依頼理由,現病

磨,臨床症状が多かったが依頼理由以外は電子カ

ルテ等が機能すれば不要との意見が特に若手に

多かった 当科の報告書が役立っていないという

回答が少数あり,当科の努力の他,システム上の

工夫も必要かもしれない.当村の年上の医師に勉

強不足を感じたものが15名あり,教育は年長者

に対しても必要と思われた.
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2,1 消化器外科医が育つ土壌づくり

当科の現状そして課題

皆川 呂広 ･畠山 勝義

新潟大学消化器 書一般外科

近年,全国的な外科医離れが叫ばれており,節

潟県でも現実問題となってきた.いくつかの要因

があるが.その--一つに外科治療の対局となる萎縮

医療傾向があり,外科を目指す人材が失われてい

る.新潟県の医療を支えるため,我々は外科医を

目指す爵重な人材を曹てる環境作りが必要であ

り,それが人材を集める契機となると考えてい

る.外科医が育つ 土壌を整える因子は多くある

が,特にリスクマネジメント 法整備による萎縮

医療改善や麻酔 月夜急などの業務低減によって,

手術に集中できる環境を作っていく必要があり,

教室 ･外科医全体そして指導する関連病院の相

互評価によって作っていくことで.消化器外科医

の修練環境が整える方法を検討中である.


